
－

国
保
料
の
軽
減
策－

問

税
制
改
悪
の
影
響
で
、
昨

年
と
同
額
の
年
金
収
入
で
も
国

保
料
が
上
が
る
。
税
制
改
悪
に

よ
る
保
険
料
引
き
上
げ
に
対
し

市
は
軽
減
策
を
講
じ
る
か
。

ま
た
低
所
得
で
高
齢
者
や
子

供
を
抱
え
た
多
人
数
世
帯
に
、

少
子
高
齢
者
対
策
と
し
て
軽
減

策
や
減
免
制
度
が
必
要
だ
。

市
民
生
活
部
長

現
在
累
積
赤

字
解
消
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

税
制
改
正
の
影
響
に
対
す
る
独

自
の
軽
減
策
は
大
変
厳
し
い
。

多
人
数
世
帯
の
保
険
料
は
制

度
上
の
問
題
で
あ
り
、
市
の
軽

減
措
置
は
困
難
で
あ
る
。

－

障
害
者
自
立
支
援
法－

問

四
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

る
障
害
者
自
立
支
援
法
で
は
、

障
害
が
重
く
制
度
利
用
の
多
い

人
ほ
ど
負
担
が
重
い
応
益
制
の

導
入
で
、
障
害
者
と
家
族
に
大

幅
な
負
担
を
強
い
る
。
公
費
負

担
医
療
制
度
の
変
更
で
治
療
費

が
払
え
な
く
な
り
治
療
を
中
断

す
れ
ば
、
症
状
が
悪
化
し
命
に

か
か
わ
る
。
制
度
改
悪
が
障
害

者
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
抑
制
と
な

ら
な
い
よ
う
市
も
支
援
策
を
講

じ
る
べ
き
で
あ
る
。

福
祉
部
長

現
在
行
財
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
の

検
討
課
題
と
す
る
。

－
介
護
保
険
料
の
軽
減
策－

問

介
護
保
険
料
の
大
幅
値
上

げ
案
が
提
案
さ
れ
、
六
十
五
歳

の
一
号
被
保
険
者
で
三
十
六
％

の
値
上
げ
に
な
る
。
介
護
保
険

料
の
値
上
げ
抑
制
と
と
も
に
、

利
用
料
の
減
免
制
度
創
設
を
求

め
る
。

福
祉
部
長

一
般
会
計
繰
り
入

れ
に
よ
る
保
険
料
の
軽
減
は
考

え
て
い
な
い
。

ま
た
、
利
用
料
の
軽
減
は
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

－

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援－

問

配
偶
者
間
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）

相
談
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

被
害
に
関
す
る
職
員
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
被
害
者
の

転
居
補
助
や
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー

補
助
制
度
創
設
が
急
が
れ
る
。

人
権
文
化
部
長

大
阪
府
の
制

度
を
活
用
し
自
立
支
援
を
図
っ

て
い
る
。
シ
ェ
ル
タ
ー
補
助
を

府
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

－

上
下
水
道
統
合
庁
舎－

問

統
合
庁
舎
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
利

便
性
、
危
機
管
理
上
も
不
向
き

な
場
所
で
あ
る
。
借
金
を
ふ
や

し
て
ま
で
建
設
を
急
ぐ
必
要
は

な
く
、
見
直
し
す
べ
き
だ
。

上
下
水
道
局
長

上
下
水
道
の

経
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に

も
、
ま
た
災
害
直
後
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
か
ら
考
え
て
も
統

合
庁
舎
が
必
要
で
あ
る
。

障害者自立支援法の実施に伴う自己負

担の増大。安心して生活できるよう市

の支援策が待たれます。（グループホー

ム）

－

介
護
保
険
料
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て－

問

介
護
保
険
条
例
改
正
に
よ

り
、
一
号
被
保
険
者
保
険
料
月

額
は
四
千
八
百
六
十
円
、
増
加

率
三
十
六
・
一
％
と
な
る
。
な

ぜ
こ
れ
だ
け
大
幅
な
引
き
上
げ

と
な
っ
た
の
か
。
ま
た
軽
減
策

は
ど
う
す
る
の
か
。

福
祉
部
長

主
な
増
加
原
因
は
、

高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
要
介
護

認
定
者
や
利
用
者
が
ふ
え
、
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
料
が
増
加
す
る

こ
と
、
程
度
の
変
更
に
よ
り
保

険
給
付
費
の
第
一
号
被
保
険
者

の
負
担
割
合
が
ふ
え
た
こ
と
等

で
あ
る
。
ま
た
低
所
得
者
対
策

に
つ
い
て
は
、
市
独
自
の
介
護

保
険
料
の
軽
減
措
置
を
実
施
し

て
い
る
。

－

職
員
の
倫
理
意
識
の
向
上
を－

問

市
長
は
職
員
の
資
質
向
上

を
市
政
執
行
の
柱
と
し
て
き
た

が
、
市
長
就
任
以
降
、
ま
た
職

員
倫
理
条
例
制
定
後
も
職
員
の

不
祥
事
が
後
を
絶
た
な
い
。
職

員
の
意
識
改
革
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

行
政
管
理
部
長

不
祥
事
の
発

生
に
つ
い
て
は
厳
粛
に
受
け
と

め
、一
層
の
服
務
規
律
の
確
保
、

公
務
員
倫
理
の
確
立
に
努
め
、

職
員
へ
の
意
識
改
革
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

－

待
機
児
童
の
解
消
策
を－

問

待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
と
銘

打
ち
、
民
間
保
育
園
へ
の
支
援

策
、
施
設
整
備
等
財
政
投
入
に

よ
る
七
百
六
名
の
定
数
増
に
よ

り
、
待
機
児
童
六
百
三
十
一
人

が
二
百
八
十
人
と
な
っ
た
が
、

旧
東
地
区
に
お
い
て
は
い
ま
だ

多
く
の
待
機
児
童
を
抱
え
て
い

る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
解
消
す

る
の
か
。

福
祉
部
長

東
地
域
に
お
い
て

は
人
口
増
加
の
状
況
に
あ
り
、

今
後
待
機
児
童
数
の
状
況
を
分

析
し
て
あ
ら
ゆ
る
解
消
策
を
検

討
し
た
い
。

－

介
護
保
険
・
自
立
支
援
法－

問

条
例
改
正
に
よ
り
介
護
保

険
料
は
大
幅
に
上
が
り
、
要
介

護
度
の
低
い
場
合
は
福
祉
用
具

の
貸
与
が
受
け
ら
れ
ず
、
体
調

が
悪
化
す
る
人
も
い
る
。
ま
た

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
減
免

基
準
が
生
活
保
護
基
準
以
下
で

負
担
が
重
く
、
サ
ー
ビ
ス
受
給

を
抑
制
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
高

齢
者
、
障
害
者
の
実
態
に
合
っ

た
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長

介
護
保
険
料
は
激

変
緩
和
措
置
を
行
い
、
福
祉
用

具
は
必
要
と
認
め
ら
れ
れ
ば
利

用
で
き
る
。
自
立
支
援
法
の
減

免
基
準
の
見
直
し
は
今
後
の
検

討
課
題
で
あ
る
。

－

差
別
発
言－

問

自
治
協
議
会
の
場
で
の
差

別
発
言
問
題
で
、
当
事
者
以
外

の
役
員
へ
の
事
実
確
認
な
し
に

な
ぜ
調
査
を
打
ち
切
る
の
か
。

理
事

約
半
数
強
の
役
員
か
ら

発
言
は
な
か
っ
た
と
の
回
答
を

得
た
が
、
残
り
の
方
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い
。
行
政
と
し
て
は

司
法
権
限
が
な
い
た
め
強
制
力

が
な
く
、
調
査
を
終
了
し
た
。

－

反
戦
、
平
和
問
題－

問

憲
法
第
九
条
の
改
正
は
国

民
の
行
動
と
思
想
を
縛
る
。
平

和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
本
市

は
九
条
改
悪
反
対
の
立
場
を
表

明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

憲
法
改
正
は
、
国
政
の

場
で
十
分
議
論
を
尽
く
し
、
国

民
合
意
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
共
産
党

代
表
質
問

浜

正
幸

個
人
質
問

上
原

賢
作

さ
わ
や
か
な
風

個
人
質
問

飯
田

芳
春

市
政
を
革
新
す
る
会

個
人
質
問

阪
口

克
己

保
育
所
待
機
児
童
数
の

厳
し
い
実
態
を
解
消
せ
よ

国
制
度
の

改
悪
に
よ
る

介
護
保
険
料
・
国
保
料
・
障
害
者
負
担
の
軽
減
策
を

上

下

水

道

統

合

庁

舎

の

建

設

は

見

直

せ

介
護
保
険
条
例
改
正
・
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行

高
齢
者
、障
害
者
の
実
態
に
即
し
た
あ
り
方
を

（６）第１４４号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成１８年５月１５日


